
重点項目 具体的施策 達成目標 自己評価 成果と課題 改善策 学校関係者評価

・保護者アンケートの中で、「子どもは、やりたい
事ややってみたい事に挑戦しようとする気持ち
が育ってきている」などの回答の結果が９０％
以上になる。
・週１回２クラスずつメモ事例を話し合い、毎月
１つは保育事例をを書き、カンファレンスを行
う。
・遊び込む子どもを育てるための援助のポイン
トをまとめる。
・園内研究会（年間３回）や市内研究発表会を
通して、自らの保育を公開し、学びの機会を作

B

・一人一人の子どもが自分を好きになれる
ような保育を実践する。
・友達のよさに気付き、互いに思いやりを
もって接することができるような保育を実践
する。
・動植物の飼育、栽培を通して命の大切さ
に気付き、思いやりの気持ちを育む。

･保育者が一人ひとりの園児を大切に思い、丁
寧に保育していただいているからこその結果だ
と思われます。

豊かな心を育
む道徳教育の

推進

○自尊感情や他を思い
やる気持ちを育む保育を
実践する。

A

・保護者アンケートの結果、９０％以上の肯
定的な回答を得られた。
・園児一人一人に目を向けられているとい
う評価をいただくことができ、今後も個々の
存在を丸ごと受け入れていけるように関わ
る。
・身近な生き物だけではなく、物に対しても
大切に扱えるように、目に見えない“心”の
教育を保育の中でを実践していく。

・子どもの内面を丁寧に読み取り、安
心して自己発揮ができるような環境の
構成を工夫する。
・日々の生活の中で一人一人の思い
に寄り添い、子を大切にした集団教育
を創造する。
・教師自身の道徳性を高め、研修や啓
発誌を通し人権意識を高めていく。

・保護者アンケートの中で、「子どもは、自分
を大切にし、他を思いやる気持ちをもつこと
が出来るようになってきている」の回答の結
果が８０％以上になる。
・一人一人の好きなことや自信がもてること
が見つかるように関わり、子どもの意欲や
取組の過程を認める声掛けを行う。
・子どもと共に生き物の世話をしたり、野菜
や花の栽培を通して生長を観察したりしな
がら命の大切さに気付けるような保育をす
る。

自己評価の基準　　Ａ：目標を上回った　Ｂ：目標どおりに達成できた　Ｃ：目標をやや下回った　Ｄ：目標を大きく下回った

○次年度に向けた重点的な改善点
・自身への健康の関心の低さは、家庭の健康関心度とも比例すると思います。このコロナ禍でマスクや消毒などの習慣は身についているはずなので、ウイルスの正しい知識やウイルスとの共生等を大人と共に学んでいけるといいと思います。家庭啓発の工夫が大切
だと感じます。

項目

豊
か
な
心
と
健
や
か
な
体
の
育
成

重点目標 ・「主体性」をキーワードに保育実践を行い、「意欲」「豊かな表現」「思いやり」「共同」を育む教育を推進する

主体性の尊重

○自ら主体的に行動し、
遊び込む子どもを育成す
る保育を実践する。

・子どもの「やりたい」「やってみたい」という
姿を視点に記録をとり、職員間でカンファレ
ンスを行い、遊び込むための援助を探る。
・遊び込む子どもを育成するための援助の
ポイントを共通理解し、日々の実践にいか
す。
・子どもが主体的に遊びを進めることができ
るよう、特に園庭の遊びの環境を職員間で
話し合い、共通認識をもって環境を設定す
る。

・保護者アンケートの結果、９０％以上の肯定
的な回答を得られた。また、子どもが好きな
事、やりたい事、興味のある事に取り組める環
境が園にあるという評価をいただくことができ
た。
・メモ事例については、３学期は取組ができな
かったが、毎週の環境に関する打ち合わせを
丁寧に行い、特に園庭の共有部分はそれぞれ
の学年の状況に合わせて構成していくことを共
通認識できた。
・園内研究会や市内研究発表の場を設け、公
立私立の就学前施設の職員、小中学校の職
員などに保育実践を公開することができた。

・日々の情報共有を大切にし連携と密に
しながら、職員全員ですべての子どもを
育てるとい意識をもつ。
・遊びの姿から子どもの内面を読み取り、
次の手立てを考えられるように、実際に
遊ぶ姿を通して職員間で学び合う場を設
ける。
・子ども自ら主体的に遊ぶことができるよ
うに、環境や教師の援助を仕掛けていくこ
とを推進する。その後の振り返り通して、
教師自身が学ぶ。
・隣接する小学校の校内研究会に参加
し、互いの教育について学び合い、教師
間の連携を推進する。

・コロナ禍の中、「やりたい」気持ちと実際に活
動可能なこととのバランスをとる必要がありま
すが、職員間で課題を共有し、今後も主体性を
育むための環境作りに努めていって欲しい。

・子ども自身がじっくりと振り返ることができる場
を設けることがより主体性を育むことができると
思います。

・ホームページに日常の様子を掲載し
子ども達の姿とともに、生活の中の学
びや教育の中で大切にしていること、
幼児期の終わりまでに育てたい10の
姿などを記載し、教育方針や活動内
容を実態と照らし合わせながら発信す
る。
・保護者への日常的な配信を行い、家
庭と園で共有できるデジタルツールと
して活用を推進する。

･あらゆるツールにより情報発信に努めておら
れることは、保護者や地域にとってもありがた
いことです。アンケートの肯定的な結果につな
がっていることが感じられる。
・校区中学校との交流等できないものか検討し
ていきたい。

健康教育の充
実（健やかな体

づくり）

○基本的生活習慣を確
立し、自らの健康につい
て関心をもてるようにす
る。

○学校関係者評価総括
・ほとんどの項目で成果が90％以上を超えている結果となり、コロナ禍の中での保育にも自信が持てる環境だと思います。遊びから主体性を伸ばせることは、公立幼稚園の一番の特色だと思います。

教育目標 たくましく心豊かな子どもの育成

信
頼
さ
れ
る

開
か
れ
た
園
づ
く
り

園情報の積極
的な発信

○園の情報発信を工夫
し、園教育の理解を推進
する。

・ホームページを通して、園生活の様子を発
信する。
・Ｇｏｏｇｌｅクラスルームやクラスだより、幼稚
園だよりを通して、子どもの育ちや学びを具
体的に伝える。
・Googleクラスルームを情報の発信源として
使用し、保護者にとって身近なものになるよ
うにする。

・保護者アンケートの中で、「クラスだよりや
ようちえんだより、ホームページなどを通じ
て、教育方針や活動内容を発信している」
の回答の結果が８０％以上になる。
・月４回以上ホームページを更新する。
・クラスだよりを月１回以上発信する。
・Ｇｏｏｇｌｅクラスルームを使って、カラー版ク
ラスだよりや日々の子どもたちの様子を配
信する。

A

・保護者アンケートの結果、９０％以上の肯
定的な回答を得られた。ホームページとＧ
ｏｏｇｌｅクラスルームを適宜利用し、園生活
の様子を家庭や地域と共有できるように工
夫する。
・ホームページの更新を行事の時を中心に
行うことができた。また、日常の様子もアッ
プすることで、園教育の様子を広く理解し
ていただくことに繋がってきている。
・コロナ禍で園内への立ち入りができない
など、保護者や地域とのつながりが希薄に
なりがちなところを、情報を公開し、より理
解をしていただくことを心がけ、実践する。

・身近な感染症について知り、自らの健康
に関心をもつことができるような保育を実践
する。
・ほけんだよりやけんこうカレンダーなどを
通して、保護者啓発を図る。

・保護者アンケートの中で、「自らの体につ
いて関心をもち、健康を意識して行動するよ
うになってきている」の回答の結果が８５％
以上になる。
・月１回発達段階に応じたほけんのはなしを
実施する。
・月１回ほけんだよりを発信し、学期に１回
けんこうカレンダーを実践することで、家庭
と連携しながら子どもの健康への関心を高
めていく。

C

・保護者アンケートの結果、肯定的な回答
が８０％に満たなかった。健康を意識して
行動するという点において、自覚的に行動
するというよりは、習慣的に行動していると
いうことが考えられる。
・ほけんの話やけんこうカレンダーなどを通
じて、家庭啓発とともに、意識して行動でき
るように、可視化できる環境を園内につく
る。

・身近な感染症や風邪について、日々
の保育の中で子ども達に伝え、自ら健
康について興味をもつことができるよ
うにする。
・ホームページや掲示物、けんこうカレ
ンダーなどを使って家庭啓発を行い、
家庭と連携して子どもが自らの健康を
意識する行動ができるようにする。

･「自らの体について関心をもち、健康を意識す
る」ことはなかなか難しいですね。コロナ禍だか
らこそ、少しずつ意識が広がっていくといいです
ね。

・特別支援対象児に対し、個別指導計画を
作成する。
・必要に応じて巡回相談や専門機関など、
外部機関との連携を図る。
・特別支援対象児だけでなく、すべての子ど
もが安心して生活することができるような保
育を実践する。

○個に応じた適切な援助
を計画、実施し、子ども同
士が互いに認め合い共に
育ち合う保育を実践す
る。

インクルーシブ
教育の推進と

充実

確
か
な
学
力
の
向
上
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A

・保護者アンケートの結果、９０％以上の肯
定的な回答を得られた。
・巡回相談やコンサルテーションなどを受
け、一人一人が安心して園生活を送ること
ができる環境作りを実践している。
・保護者との園生活の共有を心がけ、家庭
と園が同じ方向で支援することができるよ
うにしている。

・職員間の情報交換、情報共有を大
切にし、一貫した支援方法を検討し、
共有する。
・子ども理解について、保護者啓発を
継続して行う。

･今後も特別支援教育に対する理解、園児につ
いての情報共有を行い、インクルーシブ教育を
さらに進めていって欲しい。

・保護者アンケートの中で、「一人一人の子
どもに愛情をもってかかわり、個々の発達
に応じた教育を行い、共に育ち合うようにし
ている」の回答の結果が８０％以上になる。
・個別指導計画を前期、後期に作成し、保
護者に開示、面談を行い、家庭と連携して
支援する。
・特別支援コーディネーターを中心に、外部
と連携を図り、そこで得た情報は職員間で
共有し、実践する。
・一人一人の子どもに対する支援や情報を
職員間で共有、相談し、実践する。


